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それは未だ生まれざるもの、 

かってだれも思い描けなかった究極の姿。 

加速機で凝縮された時間と戦いながら、 

ひとりの設計者が、ひとりの技術者が絶えずめざす見果てぬ夢。 
時代が要請する様々な断片がきらめき、舞い散る中で 
砂塵が去った後に現れ出た建築物のように、 

それは明確なフオルムをもって登場した。 

デジタルな信号が音の響きとしてこだまする時、 

人と機械の交流を通して、人と人とのコミュニケーションが 
新しい次元に到達する。 

それは趣味の世界の遙か彼方に存在する。 

それは効率の世界の遙か手前に存在する。 

MZ の神話が SUPER MZ として、いま蘇える。 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































いつの時代にも、人々が求めてやまないものがある。 
脈々と流れ続けるひとつの本質、ひとつの POLICY 。 
つねに変わらず求められるものこそ、いつの時代にも新しい。 

時を超えた確かな血統。 
すべての MZ はそこから生み出されてきた。 
ハードウェ7のクオリティだけでなぐ 
それを使う人間の感性にまで踏み込んで、 BEST を追及する。 

そして頂点をのぼりつめたものは、 
その瞬間から再び新たな進化をとげ始める。 

























































































































































































































































































































































































































それは、 80 K から始まった 


1978年。テクノロジーとインタレストを圧縮して、ひとつの 
理想が現実となった。 

パーソナルコンピュータの世界を切り拓き、その後の MZ 
の系譜を確立した MZ -80 K 。 

人々の熱い想いを、マシンとの一体感を、カタチに変えた 
“オールインワン’’のセミ•キット0 

国産では初めて、あの Z -80 を採用。 2 MHz をフルに発揮 
したシンプル設計。標準 20 K バイト、最大 48 K バイトまで拡 
張可能なランダム•アクセス•メモリが自由に使えるクリーン 
コンピュータの思想がマニアのハートをとらえる。実験室で、 
書斎のラックで、自室の一画にコンパクトなフォルムが 
見られるようになった。 

パーソナルコンピュータの進化を、強烈なインパクトをも 


つてリードした神話の原型がここにある。 
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イ テクノロジーの 限り無き探 


いまを生き抜くものは、いまを語り尽くせるだけのポテンシャルを持たねばならなし 
かつて存在さえ予知されなかった新たな意味が、現代を鮮烈に提示する。 

考え得る最高のテクノロジーの追求は、人間にとっての新しい価値をも創出する I 
いかに驚異的な技術の革新も、人間に問うべきものを持たないならば、 

それを進歩と呼ぶことはできない。 

誕生以来、 MZ のテクノロジーは、技術と人間の完全な融合を目指し続けた。 
より高度な技術の探求は、幾度もの成功さえ自ら過去のものとし、 

見果てぬ理想を追求して最大限の知と力とを注いできた。 

人とコンピュータとの関係について無数の問いが放たれ、 

MZ は人間が使う道具としてのコンピュータを超えて存在し始める。 

そしていま、人間の感覚、創造への意欲、コミュニケーションと、 

真に触れ合うコンピュータが私達の目の前に出現した。 
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はじめに言葉ありき 

人が言葉を話し始めてから、 

どれだけの行き違いがあっただろうか。 

思しを伝えたい、わかってほしいという沈黙の願いが 
今日の文明を支えてきたのではないだろうか。 
紫煙がたなびき、 

音の波が鼓膜に伝わる。 

かつて、人は五感で語りかけた。 





グーテ Y ベルクのギヤラクシー 

宙に放たれた褚葉は消え去り、,. \ 


再び戻っては来ない。，、~ノ‘ ’ 

より確実なコミュニケーシすノを犬が求めた 時、,，一 
言葉が紙の上に定着しな呆样されること*になったこ 
印刷された文書が人々の手にわ^りはじめ： . ， 
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エレクトロニック • 
コミュニケーション 


電勢•電信、ラ，ジオ•テレビジョン… 

あと、 マスメディアの 発達が 
グロー/. bbq 伝達を可能にする。 

そして高化社会のデジタル技術が 
コミュニケ 1 7^3ンにコンピュータを參加させた。 


八イテクノロジ • 

コミュニケーション 

情報という無機的•機能的な響きが 
洪水のように押し寄せ、人々が濁流の中で 
自らの場所を見極めようとし始めた時、 

コンピュータがノアの箱舟を再現した。 

マルチメディアのひとり乗りボート。* 

だが、それはネットワークでつながれている。 

人と人は SUPER MZ をインターフェイスとして、 

再び眼と眼で語り、ささやきを耳にし、言葉を行き交わせる。’ 

時空を超えて無数の点が、限りない線で結ばれて行く 
SUPER MZ 

ハイブリッドなコミュニケーションを実現するインターフェイス • マシン。 











ノ弋ーソナノレ•コミュニゲー 















モデムホジ、コンピュータ、音声/データ両用レコーダ、ボイスコミュニケーション•インターフェイ X 。 

直線的な論理構造を持つデジタル信号が肉声と交差し、 

サムシングある伝達様式が形成される。 

ハードをコントロ—ルし、電話でデータを思いのままに伝え、「郵便」の概念を「電子メ— ル」 に一新してしまラ，^ 

SUPER MZ の情報司令部、それがテレホンソフトだ。 

ボイスメール、オートダイヤル、データサービスアクセス……様々なデータをコンピュータが処理し、変形させて送り、受ける。 

SUPER MZ は、テレホンソフトで自らの魂を伝える言語を持った。 



•モデムホン、ボイスコミュニケーションインターフェイスはオブシ a ンです。 
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8 ビ > 卜の新たな頂点 。 SUPER GRAPHI 

パフオーマンスを 問題にする時、 CPU のビット数にとらわれるのがどんなに愚かなことか、 

8ビットがどれほどパワフルかを 、 SUPER MZ が立証する0 
見るが良い。 

コンピュータグラフィックスは可視的世界の事象をドットパターンのシミュレーションの宇宙として投影する。 


ビデオ RAM 

ビデオ RAM 最大1 28 K バイドを瞬時に突き 
抜け、点が、線が、形が、高精細度カソード • 
レイ•チューブに色が見える世界として立ち現 
れる〇 

カラー パレツト 

4,096色中15色*がカラーパレットに自由にと 
かれ、淡いパステルの中間トーンを見事に表 


現する。かって見たことのない色彩の組み合 
わせが眼前に繰り広げられていく。 

PCG 

“かたち”にもこだわりたい。自由にコントロー 
ルできるキャラクタ • ジェネレータがキャラク 
夕作成、高速移動、そ f イク表示 ㈣ *能にする。 

スムーススクロール 

画面がそれだけで完結したものではなぐ世 


界を切り取る窓であることに、どうして今まで気. 
付かなかったのだろう。 

あくまでも穏やかな画面の流れが、技術の枠 
の広がりを実感させてくれる。 

リニア RGB カラーディスプレイドライブ回 
路の直前で入力された信号は、シャドウ 
マスクの 0.39匪の ドットを 通しハイ コントラ 
ストに 表現される。 

•ビデオ RAM 128 K パイト、4,096色中15色表示にするためには各々オプションの増役 
<レットボードが必3?です， 
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疾走する MEMORY 空間。 

3.5 インチマイクロフロッピー デ f スタド 

人間の脳の記憶容量は一体何バイトにあたるのか… 


媒体 

135 TPI の高密度、片面80トラック、両面ア 
ンフ オーマッ テイング時 1 M バイトの大 容量。 
メディアの偏心を防ぐメタリックハブ、プラス f 
ィックの保護ケース。 

走行 

デ'イスクをドライブに差し込む。 

ヘッドウインドウのシャッターが自動的に開 
き、滑らかにアクセスが始まる。 

ランプが走りの快感に酔い、静かにデータの 
搬送が、記憶が終わる。 


メカニズム 

❶ヘッド構造はトンネル•イレーズ•ヘッド、単 
結晶フェラ仆のノりレクタイプヘッドを採用。 
❷位置決め機構は二ードル•スクリュー 〆 、ィ 
ブリッド•バ、イポーラ.ステッピング•モータ 
一からキヤリッジへの駆動力を正確に伝達0 
❸精度と制御の枠を凝らした DC サーボ、ブ 

ラシレス•夕、イレクト•モーター。 

❹ディスクの中心位置は、スピンドル軸の太 
さのみで決定され、偏心誤差は極小。 

❺ モータと ディスクのクランプ角度に よりモー 
夕の信号でインデクス検出。 

❻インターフェイス（電源/信号）、ロジック、 
リード/ラ仆のコントロール回路は最新 
の LSI 回路を駆使。 










































































私は考える。 

彼女は忠実に実行する。 
BASIC 25。 

どろしても BAS IC を超える BAS IC が必要だった0 
SUPER MZ に想定されたパフオーマンスを実現するためには。 




Beginner’s All purpose Symbolic Inst ¬ 
ruction Code は、研究者がターミナルを 
使い個別に問題を解くための、対話型 
プログラミング言語として開発された。 

マイクロプロセッサを搭載した超 J ゝ型コ 
ンピュータにこの BASIC を適用し、成功 
したのは18歳の BILL GATES である。 
彼が設立した MICRO SOFT 社製巳 ASIC 
は世界中のパーソナルコンピュータに 
搭載された。 


二つの歴史が合流した地点で、ひとつ 
の時熟があった。もはや子細な言語的 
差異を超えたところでパーソナルコンビ 
ュータが存在し始めたのだ。思う存分こ 
だわるがよい。いずれの道を歩いても同 
じ世界で出会うのだから。 

SUPER MZ の機肯 g サホミートはもとより、 
構造化プログラミング、階層化デ V レ外 
リの採用など、統合されたインタラクティ 
ブなプログラミング環境を実現。 






もうひとつの歴史が語られて良いだろう。 
MICRO SOFT 巳 ASIC 力<主に成りつ 
つあるとき、それでは対応しきれないパ 
フォー マンスを持った一台の パーソナル 
コンピュータが誕生した。設計者はシス 
テム言語から作り直さねばならなかった。 


マイクロソフト BASIC を発展継承した M 
25とシャープ MZ シリーズ BASIC を集 
大成した S 25 のアンドロジナス体系。 
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話しもで、きない 

コン ヒ。ュー タカ ミ 多力 、っ t こ。 

人はひとりで対話することができない。 
これまでのコンピュータはデータを声や音に変えることができたが、肉声を持たなかった。 

デジタルサウンドの単調さに鉋きた耳がより自然な響きを求めている。 
SUPER MZ が求めているマルチメディアは、このような肉声や音楽とデジタルの融合である0 


ボイス レコーダ 

1/4インチ幅の磁気テープにデジ 
タルデータを記録させるアイディ 
アは、真のマニアの発想、といえる。 
本来の音声の録/再機能を取り 
戻し、ボイスレコーダがクリエイテ 
ィブに目を覚ます。あなたの言葉 
に、好みの音楽にシンクロナイズ 
してコンピュータク'ラフィックス；^ 


躍動する。周到に構成された音 
とプログラムの共演。もはや re ¬ 
corder は単なる記録装置を 
超えた。 

ボイスコミュニケーションイ 
ンターフェイス* 

ボイス レコーダの 音声がモデムホ 
ン用を I 区け抜ける。ボイスメール 
の_動発信、予約発信が時空を 


自在に駆け巡る。 

ボイスボード # 

プログラムで音声を合成。感情と 
血肉を持った声と、冷静な電脳 
ボイスが合体し新しし、アプリケー 
シヨンを倉 lj 造する。 

• 4トラック2チヤンネル LL 消去ステレオフォ 
ニック方式（ヘッド構造）•オペレーション 
は電磁メカニズム方式•アナログ/デジタ 
ル回路、入出力端子 
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ロー •プロフィールのシリンドリカルスカルプチヤータイプキーボードは、 

方しいフォルムを最人限に1ミかし、すぐれた操作性と機能性を麵している。 
410 X 196 x 38 mm 、1.4 kg のコンパクトなサイズにレイアウトされ、 

デリケートな指先に応えるキータッチは、 

人がコンピュータに f ムえたい感性をあますところなく f ムえる。 

SUPER Ufe 対話が、身体 M 忒を M して始まる。 

























変換/無変換キー 

キー ボードと 日 本語の和解:.スへースキ 
一両サイドの変換キー、無変換キーがス 
厶ーズな漢字入力を実現する：. 


特殊機能キー 

(:〇 PY キー、 HELP キー、 BREAK キー 
SIMPER MZ の機能がキーボードの上に 
形を:取るァルゴキーは SUPER MZ を 
ビジミアルな電卓に変え、割り当てられ 
た様々なフログラムを呼び出すキーだ. 


カーソルキー、テンキー 

オヘレータにとってキータッチ•フイ—リン 
r てた为ーソルキーのほんの少 
しの高さ、 INST/CEL キー、 CLR/HOME 

キーのほんの少しぬ熏さを熟練した指先 
_見逃さない.. 


替ぇ 

コマンドて、一瞬のぅちに 

_かな配列と50音順配列が入れ代わ 
る.これはキーボードにしかけられた、リバ 
_シブル•フアンクシヨンだ 


シリンドリカルステップ 
スカルプチヤータイプキーボード 







究極の完成度を求めて 


Z ~80 B o 







































































































Z-80B 内部構成ブロック図 

リフレッシュ回路内蔵、外部回路を必要とせず DRAM 
に直結。 

Z-80B レジスタ構成 

すべてユーザーに解放された22の内部レジスタ。 
主•補助各2組ずつの沉用レジスタ群と専用レジス 
夕群から構成されている。 


フルデコードされた制御信号が、シンプルな周辺回 
路設計を可能とした。 

Z-80B CPU 本体 

N チャネル•シリコンゲート E/D MOS プロセスで作 
られた精致な回路構成が高度な処理能力を実現 
している。 


1974年、8ビットマイクロプロセッサについての議論に終止符が打たれた。ザイログ Z -80 の登場 
である。以後、クロックを 4 MHz ( Z -80 A ) に上げ、マルチパーパスの8ビットプロセッサのスタン 
ダード、それも最高のパフオーマンスを有したチップとして世界を制覇した。 

MZ は誕生以来、米国ザイログ社との提携により Z - 80シリーズを CPU として使用している。すべ 
てを知り尽くした上で、さらにクロック周波数 6 MHz の Z -80 BCPU を SUPER MZ は採用した。 



^ A 1 A 2 A 3 A 4N^ A 7 ^-^ A l A > A > A > A > A t 0 o 0 >oi d 3 d 4 d sd« d 7 

fe”ifet±rfe[±r:t±: : bjbfefe 



24 

















































































































もっと言勸 

いま、強力なアブリ ^^^^ンの世！^ 



なる。 


ワードブロセッシング 

情報化社会のリテラシーがコンピュータ操作能力 
だとすれば、現在のコンピュータに求められている 
リテラシーは日本語文書作成能力だ 。 SUPER MZ 
はこの難関をハイレベルにクリアーする。6,888個の 
フォントが余裕を持って漢字を画面に、プリンタに表 
現する。書斎の奥で、ワークスタジオの一隅で、「書 
く」から「打つ」の文章革命が静かに進行している。 

スブレッド • シート 

日 ASIC が手続き型の汎用プログラミングであるな 
ら、スプレッド•シートは表計算のために尖銳化され 
た言語だ。個人のデスクワークの機能分析から得 
られたコマンドやメニューは一種のフアンクシヨナル 
な快感さえあたえてくれる。 

データべース 

個人の知的生産の効率を上げるにはファイル管理 
が近道だ。コンピュータ•テクノロジ—が蓄積したデ 
—夕べース機能のエッセンスを、身近な情報整理 
手段である力ードのファイリングに集約して、デ—夕 
は活用される時を今かと待ち望む。 

グラフィックツール 

画面がキャンバスで、自由に描けたら…ペン、エア 
—ブラシ、ポスターカラーがマウスやアイコンに置き 
換わる。ロゴ、イラスト、デザイン。コンピュータはクリ 
I イティブ•ツールになった 。 SUPER MZ のグラフィ 
ック機能をアートワークにする、ビジュアルインター 
フェイスたち 

ミュージック • コントローラー 

シンセサイザー•ミュージックが登場した時、なぜク 
ラシック音楽の模倣や SF 的センチメンタリズムに 



傾斜するのかし、ぶかしがろ^ £ sr が ^^^ 

ド。それは、世界中のどの耳もまだその波形をとらえ 
S とのないものであるべ きだ n 心に浮かぶ杳の不 
メージをそのまま表現し I 
ックの世界が開かれている 

通信ユー^ 

機械同士のコミュニ ヶ-■ ジ 
決めてやらねばならな^^^^^ 

上に、様々な伝達が開花する。 

ぬように通信ユー 7イソフドアは人と人の . ヨ 

対話を f ハイテクノ ロジ•三ヨミ:^ 

するノ 


OS と言語 

DISK OPERATING SYSTEM 解されてい _ ■■■こ:三 

るものもない。呼吸のたびに大気 
分を意識する者 
メニューガイダンス、漢字対応、 

付加…個人のための 0 S とし 
RSONAL GONTRO しし PRO 
COMPUTER に支えら匪至翌 
C が固有の世界を構築し始める。 

右腕として WORDMASTER が 
編集整理する。英文ワード 
プロセッサをはじめ、ア 
プリケーシヨンが 
SUPER MZ の領 
域を拡大する。 











































































































































































































































































































































































































































新しい可能性を夢み、それに心をときめかせる。 

人それぞれの自己実現が、ビジネスに、ライフスタイルに、とりどりの色合いをみせている0 
個人はもはや社会、ビジネス、家庭に包含され役割をかせられているだけの個ではない。 

それらの領域との関係を主体的にセレクトし、対峙するパーソナルへと変化した0 

仕事でも家庭でもない第三の生活領域として、プレイ&カルチャーパフォーマンスを期待する0それが、現ぃま在0 
コンピュータをできる限り使う個人に近づける、そうパーソナルとはこれなのだ！ 

これまでのパーソナルコンピュータ0 

それは、果たして本来の個人の領域で、個人にその使用価値を認められてきたであろうか。 

自分自身のための創造的なメディアとして実感されてきたであろうか。 

現在、使う個人に立ち返って考えたとき、パーソナルコンピュータは、ひとつの新しい展開を見せた。 

その個性が、未来に向けてパーソナルな面で輝いている、他を圧倒している。 

個の本質に迫った姿勢が、ここに結実をみた0 
SUPER MZ の出現。 


グラフィックス、漢字、拡張性をはじめ、8ビット 
の究極を追求し、音声•数値•文書•イメージ 
のマルチメディアによるパフオーマンスを実現 
したハイテック。 

オーディオ感覚の洗練されたプロポーション、 
スピーディーで高感度な反応、快感を押さえ 
きれない操作フィーリングに表現されるハイ 
タッチ。 

アナログとデジタルの交換を見事に果たし、 
ネットワークのミクロコスモスを出現せしめ、 
人と人との対話を促進するハイテクノロジ 
• コミュニケーション。 

Creation ot the world 

人はどこまで自己を創造できるか 0 







ごごがら始まる 





机の上に オーディオ アンプが一台置かれて いた。 

その部屋の所有者は、それだけで音楽が聞けないことにひどく腹を立てていた。 
机の上の SUPER MZ 0 

「周辺機器とはあまりにその存在を無視した呼称ではないだろうか……」 
持ち主はそうつぶやきながらひとつひとつの機器に電源を入れて行った。 
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リニア RGB 14 カラーディスプレイ 

リニア RGB は原理的に無限の色彩を表現できる。 
想定されたデジタルイメージはこのディスプレイを待 
ってはじめて現実となる。いま、線が、文字が、色が、 
640 X 400ラスタ、0.39 mm ピッチのドットマトリクスを通 
してシャドゥマスクに映し出される。 

モデムホン 

ワンタッチリダイヤル、オンフックダイヤル、オートダイ 
ヤル。コンピュータとの結合は、電話をハイテクノロ 
ジ•コミュニケーシヨンのインターフェイスに変えた。 
SUPER MZ のモデムホンはコンピュータのデジタ 


増設 RAM ボード 

8ビット機のメモリ容量の限界は本当に 64K バイトな 
のだろうか？増設 RAM ボード 128K バイト。メインメ 
モリと合わせて 256K バイトの大容量を実現。フレキ 
シブノレに設定されたアドレス空間を0と1の記憶細 
胞ニューロン系が満たして行く。 SUPER MZ は固 
定観念を事実で打破してみせる。 

増設ビデオ RAM ボード 

640X400 ラスタのカラー画面に16色を表現する、 
あるいは色彩豊かなカラー画面をもう一面作成す 
る。ビデオ RAM 64K バイトの増設が、グラフィック 


ル信号を可聴領域のアナログ信号に変/復調させ、 
すべてを忠実に伝送する。 

ボイスコミュニケーションインターフェイス 

ボイスメール、留守番電話……ボイスレコーダとモ 
デムホンとを、肉声とプログラムとを最適なバランス 
で交錯させ、電話のタイムシフトを可能にする。 


スの理想に更に一歩近付けてくれる。 

拡張ユニット 

人の欲求は限りがない。あの機器、このデバイスが 
接続したい……。より高い次元で SUPER MZ のパ 
フォーマンスを実現するために用意されたポテンシ 
ャル•スロット。使いこなす夢が広がる。 


カラーハ°レットボード 

4,096色のパレットを想像できるだろうか。多彩を通 
り越して、その微妙な色調にほとんどめまいさえ感 
じるだろう。4,096色から15色を自由に取り出し、瞬 
時に画面上で切り替えてみせる色彩の魔術師、そ 
れが カラー パレ ッ トポー ド だ。 

ボイスボード 

プログラミングされた言葉をコンピュータが喋る。ボ 
イスボードは未来からのメッセージを、音声合成の 
期待をサンプリングされた波形に乗せて、私達の耳 
に届けてくれる。 


辞書 ROM ボード 

何百ページを想像するだろうか、約90,000語の辞書。 
最新の エレクトロニクス 技術は ひとつひとつの 単語 
を ミクロン サイズに圧縮する。掌に乗る一枚の辞書 
ROM ボードが文節変換を可能にした。 


•ボイスコミュニケーションインターフェイスの 使 JH には 抵张 ユニットが 必要です。 

24ピンサーマルヘッド漢字プリンタ 

コンピュータは漢字が苦手だった。アルファベットに 
比べ、あまりに形態が複雑で、多種多様だ。サーマ 
ルヘッド漢字プリンタは静かにこの難問を解決する。 


ホットな24の感熱素子が迅速に明朝体を形作る。 


マウス 

メタルボールが走る。信号が尾からコンピュータに 
伝わる。ボタ'^^^^面を指差すように、項目が、 
領域がポイヒテイジ 

デノ J 
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何も付け加えることは無い0 

テし夕が 'SUPER MZ のすベてを語ってくれる。 


SUPER MZ 本体仕様 

CPU 

• Z -80 B クロック 6 MHz /4 MHz 

ROM 

• IPL , IOCS 32 KB 
♦漢字 ROM 

文字構成 16 X 16 ドット 

文字種類 JIS 第 1 水準漢字 2,965 字、第 2 水準漢字 
3,388 字、非漢字 535字 
画面構成 40 字 X 25 行/ 12 行 


RAM 

❿メインメモリ 128 KB 、 オプションで 256 KB まで拉張可能 
• テキスト、アトリビュート、 PCG 他： 14 KB 
• グラフィック 64 KB 、 オプションで 128 KB まで拉張可能 


テキスト表示 

籲 80 桁 X 25/20 行/ 12 行 

• 40 桁 X 25/20 行/ 12 行 
♦カラー 8 色/ 64 色 

グラフィック表示 

• 640 X 400 4 色/ 1 面* 16 色 1 面 

• 640 X 200 16 色/ 1 面* 2 面 

• 320 X 200 16 色/ 2 面* 4 面 

• 320 X 200 256 色ハ面* 2 面 

m ォブシ a ンの增设ビデォ RAM ボード装旖時 

インターフェイス（標準装#) 

籲 CRT インターフェイス 
ビデォ ( B / W )、 RGBI 、 リニア RGB 
拳プリンタインターフェイス 
8ビットパラレルセントロニクス社準提 / MZ 方式 
參 RS -232 C シリアノレインターフェイス 
2 ch . 9ピン/25ピン 

ch . A : JIS 6361 規格コネクタ用（モデムホンなど） 
ch . B : MZ - 2200/1500 用 RS -232 C 機器用 

• 7^ イスレコーダインターフェイス （専用） 

參フロッピーテ 1 'イスクインターフェイス 

參マウスインターフェイス 
• ジョイスティックインターフェイス 2 ch . 


拡張スロット 

籲拡張ユニット(オプション)により2スロット増設可能 

キーボード 

參シリンドリカルステップスカルプチヤータイプ 
嫌 JIS 標準配列準拠 

•テンキー、コントロールキー、フアンクシヨンキー10、 

HELP , COPY , BREAK , INS - DEL , CLR . HOME ， 

アルゴキー 

•セパレートタイプ（力ールケーブルで本体と接続） 

カレンダ時計 

• 也によるノぐツクアツフ。 

外部記憶 

• 3. 5インチマイクロフロッピー テ° イスク ドライブ 
2基 (Model 30)/1 基 ( Model 20) 

両面倍密度倍トラック、フォーマット時 640 KB / 基 

• 5 K ミニフロッピーディスクドライブ接続可能 


ボイス レコーダ 

• 音声録再機能、データのリード/ライト機能 
(データ転送速度2000 BPS ) 

サウンド機能 

• PSG 8オクターブ3 重和音 
鲁 FM 音源 8オクターブ3 重和音 

電源 


• AC 100 V 土 10%、50/60 Hz 


温湿度条件 

10 〜 35° C 、20 〜 80% (ただし結露しな t 、こと) 

外形寸法 


• 本体幅350 X 奥行き345 X 高さ128 ( mm ) 

重置 8.3 kg ( Model 20) /9.0 kg ( Model 30) 
• キ_ボード幅410 X 奥行き196 X 高さ 38 mm 、 
重量 1.4 kg 


消費電力 

♦ 50 W 


■製品改良のため仕楝の一部を予告なく変更することがありますので 
あらかじめご了承ください, 

■ 当冊子の画面は、すべてハメコミ合成写真です 


3 • 5インチマイクロフロッピーディスクドライブ性能仕様 


記憶容量 

アンフォーマッテッド 

1 MB 


フォーマッテッド 

16セクタ/トラック 

640 KB 

(256 日/セクタ) 

転送 レー 

卜 

250 KBIT/sec 

記 録 方 

式 

MFM 


記 録 密 

度 

8717 BPI 


トラック密 

度 

135 TPI 


シリンダ総 

数 

80 


トラック総 

数 

160 


回転 速 

度 

300 RPM ±2.5% 

平均回転待時 

間 

100 ms 


アクセス時 

間 



トラック 

間 

3 ms 


セトリング時 

間 

30 ms 


モータ起動時 

間 

0.5 sec 


トラック半 

径 

SIDE 0 

SIDE ] 

最外周 （ トラック 00) 

39.500 

38.000圓 

最内周 （ トラック 79) 

24.6875關 

23.1875 

ポジシヨニング誤差 

標準テストディスクにて ±22// m 以下 

(トラック〇〜03,40,76 - 79：23±2で，45〜 55% RH ) 

インデックスノ、•ースト 

検出タイミング誤差 

標準テストディスクにて 

土 400パ s 以下 

記録再生ギャップ 

アジマス誤差 

標準テストディスクにて 

±30分以下 

出荷基準ウインド 

マージン 

ライトプリコンペンセイシヨン0にて600 nsec 以上 


ボイスレコーダ性能仕様 


籲 アナ a グ部 

入力感度 

Line in 

Mic in 

50 mV ±4 dB 

2.0 mV ±4 dB 

再生出カレベル 

Line out 

350 mV ±3 dB 

再生 F 特 

lOKHz/IKHz 

125 Hz /1 KHz 

0±5 dB 

0±5 dB 

録再 F 特 

lOKHz/IKHz 

IOOHz / IKHz 

0±6 dB 

0 土 6 dB 

録再出カレベル 

Line out 

350 mV ±4 dB 

録再歪率 

Line in/out 

4% max 

トラック問!クロストーク 

同上 

55 dB min 

チヤンネル間クロストーク 

同上 

30 dB min 

消去率 

同上 

55 dB min 

S / N 比 

同上 

46 dB min 

インマイク S/Nit 

インマイク/ Line out 

dB min 

•メカニズム部 

テーブ速度 

偏差 
変動幅 

±2.0% 

2 % max 

ワウ •フラッター 

JIS WRMS 

0.15% max 

早送り時間 

FF 

REW 

130 sec max ハ 
ion C"bu 

13 usec max 




































ベンチマーク•テスト 


標準ベンチマークテスト 

SUPER MZ 
( MZ -2500) 

F 社 6809 CPU 

H 社 6809 CPU 

E 社 8 り 88 CPU 

N % hV 30 CPU 

1 FOR 〜 NEXT 

0.2 

U 

1.2 

1.2 

0.4 

2 IF-THEN 

1.3 

4.8 

4.5 

4.8 

1.9 

3整数変数四則演算 

3.5 

12.3 

11.1 

10.6 

4.0 

4整数常数/整数変数四則演算 

3.9 

11.9 

9.4 

11.0 

4.3 

5テスト4 +サブルーチン分岐命令 

4.3 

13.3 

10.5 

JI .9 

4.9 

6テスト5 + FOR 〜 NEXT 

6.6 

22.7 

,19.3 

21.3 

9.6 

7テスト6 +配列変数 

12.3 

37.2 

33.3 

32.9 

,15.2 

8テスト7 +実数定数 

13.3 

37.2 

34.1 

32.0 

J 4.6 

total 

45.4 

140.5 

123.4 

125.7 

54.9 


閲数 


1 PEEK/POKE 

2.0 

4.5 

6.5 

5.9 

2.6 

2 READ 

0.5 

2.1 

2.4 

1.5 

0.7 

3 INT 

0.8 

2.3 

2.2 

3.2 

■ 1.1 

4 ABS 

0.8 

2.0 

2.0 

.2.0 

0.9 

5 SGN 

0.8 

2.2 

2.1 

2.2 

0.9 

6 RND 

2.0 

3.5 

3.7 

3.4 

1.5 

7 文字列操作 

5.5 

12.2 

14.3 

11.9 

1.5 

8 STR $、 CHR $ 

7.0 

16.0 

16.2 

15.5 

5.1 

9 平方と 2 乗 

6.9 

25.2 

7.6 

8.1 

9.3 

10 H 角関数 

32.8 

38,4 

19.1 

8.9 

13:1 

II 対数 

27.8 

36.7 

22.7 

30.4 

9.8 

total 

86.9 

145.1 

98.8 

93.0 

46.5 


グラフィック 


1 PSET/PRSET 

120.0 

265.0 

320.0 

255,0 

170.0 

2 PAINT 

0.8 

1.0 

0.5 

7.9 

0.4 

3 LINE 

0.2 

17.2 

9.4 

18.8 

2,3 

total 

121.0 

283.2 

329.4 

281.7 

172.7 


、ノー 1 卜 

331 .0 

471.0 

479.6 

415.0 

202.0 


TOTAL 

584.3 

1,039 .8 

1,031 .7 

915.4 

476.1 


(月刊 「ASCII 」のべンチマークテストプログラム使用） 


フアイルの互換性 





















































































SHARP 


